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＜今朝の聖書から＞ 
【祭司ゼカリア】この祭司職というものについてみましょう。みましょうといっ
てもそんなに詳しい資料が身近に沢山あるという訳ではありません。そこで想像
力を豊かにし、思い巡らせてみましょう。機会がある時に大きな発見につながる
と思います。5：14には“行って祭司に体を見せ、モーセが定めたとおりに清め
の献げ物をし、人々に証明しなさい”等とあります。そのほか何回か祭司、祭司
長、大祭司という言葉も出て来ます。権威者であったことはよく分かります。そ
の権威は信仰的なものによっていましたが、それに留まらず、道徳や倫理に関わ
る権威も持つようになり、権力によって社会の保守的な安定にも深くかかわる存
在だったようです。今朝の箇所に“アビヤ組の祭司にザカリア
うに紹介されています（1：5）。組に組織されていたことが分かります。祭司の
数は多く、組にも組織され、そこにも世襲的な継承がまかり通り当り前になって
いたと想像しても間違っていないと思います。それが何代も続いていました。そ
の中にザカリヤという人がいたという訳です。 
【祭司の務め】アビヤの組は、祭司二十四の第八の組で、当番に当たった時だけ、
ユダの町から、エルサレムに出勤することになっています。“香をたく”のは、
毎朝夕で、その役目は“くじを引く”ことで決められていました。それにザカリ
アは当たりました。神殿から出てきた祭司は“主があなたを祝福し、あなたを守
られるように。主が御顔を向けてあなたを照らし、あなたに恵みを与えられるよ
うに。主が御顔をあなたに向けて、あなたに平安を賜るように（民数記
26）”と、祝福の祈りをささげることになっていた。ザカリアの妻はアロンの子
孫で、家系という意味では申し分なかったのですが、神の裁きを示すように、子
がなかったことになります。 
【預言歌】聖書注解書の中に“預言歌”という言葉を見つけました。
う言葉でも説明されます。一般的な言葉かどうか、広く世界的に用いられている
言葉かどうか分かりませんが、良い言葉だと思います。先週見ました四つの歌も
この預言歌になるのでしょうが、今朝の箇所にも“主は今こそ、こうして、わた
しに目を留め、人々の間からわたしの恥を取り去ってくださいました
謝の祈りの歌が出てきます。聞いてもらうための歌でもなく聞かせるための預言
でもなく、こみ上げてきたエリサベトの口に与えられた神の言葉でしょう（
25）。彼女は預言者ではありませんでしたし、ただ主の誕生に巻き込まれた人の
一人でした。それは、私たち教会に与えられたことと同じで、主の誕生に関わっ
て礼拝を守る者すべてに与えられたことと同じになるでしょう。
【讃美の賜物】ですから、教会でよく使われる言葉かも知れませんが“この方に
は讃美の賜物がある”という言葉を口にした瞬間に“私はそんなに讃美をしてい
ない”ということと“讃美には上手下手がある”ということを告白してしまって
いることになります。信仰者皆が持っているものなのです。ですからもし、“私
の讃美を聴きなさい、これが主と主の救いなのだ”と言ったら、先週申しました
ように、“この絵が神なのだ”と偶像を見せることになってしまうのです。私達
の讃美は、この種の讃美や、音楽と音楽理論の持つ“生理学的反応や美しさ”と
は関係のないものだということを、ここでも聖書は語っています。
【ザカリアの願い】先に祭司の務めについて想像しました。一生
うかの聖務を執行する時に、この祭司の願ったことは“子のない者の悲しみから
の救い”でした。1：13に“ザカリア、あなたの願いは聞き入れられた。あなた
の妻エリサベトは男の子を産む。その子をヨハネと名付けなさい
祭司本来に与えられていた務めではなく、神がご存じであったように、このこと
でした。しかしこのことは、イスラエルの救いに関わる願いだったのです。救い
主の誕生の成就に結び付けられているのです。荒野に隠とんする
で、正しい人ザカリアに旧約の頂点が、エリヤの再来ヨハネとして語られます。
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この祭司職というものについてみましょう。みましょうといっ
てもそんなに詳しい資料が身近に沢山あるという訳ではありません。そこで想像
力を豊かにし、思い巡らせてみましょう。機会がある時に大きな発見につながる
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長、大祭司という言葉も出て来ます。権威者であったことはよく分かります。そ
の権威は信仰的なものによっていましたが、それに留まらず、道徳や倫理に関わ
る権威も持つようになり、権力によって社会の保守的な安定にも深くかかわる存
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【祭司の務め】アビヤの組は、祭司二十四の第八の組で、当番に当たった時だけ、
ユダの町から、エルサレムに出勤することになっています。“香をたく”のは、
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